
　
　

樹
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

春
に
は
高
岡
・
北
吉
田
の
両
登

山
道
口
で
ピ
ン
ク
の
桜
園
が
楽

し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
た
び
松
山
市
よ

り
「
戦
争
遺
産
の
掩
体
壕
」
の

管
理
を
委
託
さ
れ
、
見
学
者
対

応
や
啓
蒙
活
動
を
教
育
文
化
部

が
担
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
松
山
市
サ
イ
ク
ル
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
大
会
（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大

会
）
」
で
は
、
生
石
地
区
で
、

垣
生
山
、
掩
体
壕
な
ど
十
四
カ

所
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
登
録
、
給
水
場
所
と
し
て
掩

体
壕
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
協

議
会
と
し
て
も
全
面
的
に
協
力

い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
「
安
全
・
安
心
、

住
ん
で
楽
し
い
ま
ち
」
を
目
指

し
て
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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〈第２４号〉

１面

＜材料＞

①田作り ５０ｇ
【照りしょうゆ】

①醬油・酒 各大さじ２

②はちみつ 大さじ３

③レモン汁 大さじ１／２

④一味唐辛子 少々

⑤ピーナツ（又はクルミ）３０ｇ

＜作り方＞

①田作りをフライパンでゆっくり炒る。

②鍋に照りしょうゆの材料を入れ、弱火

の中火にかけて、煮立たせ、約１分

煮詰める。田つくりを加え、木べらで

混ぜながら手早く全体に絡める。

③粗みじん切りにしたピーナツを加えて

混ぜる。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
は
、
ま
だ
完
全
な
終
息
が
み

え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い

る
と
は
い
え
、
手
洗
い
の
励
行
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
三
密
回
避
な

ど
感
染
防
止
に
は
引
き
続
き
対

応
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
当
協
議
会
と
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
人
や
医
療

従
事
者
、
お
よ
び
そ
の
家
族
の

方
々
へ
の
差
別
や
偏
見
か
ら
守

る
「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
」

に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
年
度
当
初
に
計
画
さ
れ
て
い

た
、
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
、
会
合

な
ど
が
次
々
と
中
止
に
な
り
残

念
で
す
が
、
今
後
も
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
可
能
な
限
り
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
生
石
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
は
発
足
か
ら
早
く
も
八
年

目
に
な
り
ま
す
。
垣
生
山
を
地

域
の
憩
い
の
里
山
と
す
る
た
め
、

垣
生
山
整
備
部
の
主
導
の
も
と
、

地
区
の
み
な
さ
ん
や
企
業
の

方
々
の
ご
協
力
で
垣
生
山
の
登

山
道
の
整
備
、
陽
光
桜
の
植
育

堂之元川湯領緑地公園前のコスモス

副
会
長

髙
藤
頼
夫

南吉田町の空港の近くに「分水功徳主命」と刻まれた石碑が立っていま

す。これは、江戸時代の文政６年に起きた、川の上流の村との水争いの際

に犠牲になった関谷忠七を記念したものです。その時忠七は４２歳でした。

その後は分水の規約がつくられ、争いごとはなくなったそうです。現在

の石碑は数年前に新しくなったものです。大正時代につくられた立派な石

碑は墓地に保存されています。

今も毎年、田植えが終わった後、宮司さん

に来ていただいて感謝のお祀りをしています。

門田 慎二（記）

起震車の順番待ちをする児童たち



２面

10月１４日（木）さくら小学校ＰＴＡの

「さくら学級」で『シトラスリボン教室』

が開催され、講師として参加しました。１４

名のお母さん方に「生石地区まちづくり協

議会」と「シトラスリボンプロジェクト」

についてお話し、その後「リボン」の作製手

順を説明しました。実際にリボンを作る時は、

みなさん作り方のプリントを見ながら熱心に

作られていました。難しいところはアドバイ

スをさせていただきました。

お母さんたちは、シトラスリボンのことを知

らなかったり、「どこかで見たような気がす

る・・」という感じでしたが、なかには

「ニュースで見て興味があったけど、どこで学

べるかわからなかった。この教室を知ってうれ

生石地区まちづくり協議会では戦争遺跡「掩体壕」の管理運

営を松山市より委託されております。その一環として「掩体

壕」が造られた太平洋戦争のことを後世に語り継ぐために、地

区の皆様より戦争体験のお話を伺いたいと考えております。あ

まり話したくない、つらい思い出もあるかとは思いますが、貴

重な記憶です。

「お話してもいいよ」という方は生石公民館までご連絡くださ

い。まちづくり協議会担当者がお訪ねして、お話をお聞きしま

す。ご協力をよろしくお願いいたします。

生石公民館担当；田中 務

問い合わせ先；℡089-971-2975（平日9：00～16：00）

完成したシトラスリボン

綺麗に咲いた

８月２９日（日）まちづくり協議会環境部では、

今年も湯領緑地公園前（南吉田町）の堂之元川土手

を整地して、コスモスの種をまきました。９月１２

日にはコスモスが芽を出し始めましたので、除草作

業を行いました。

今年は１０月９日頃より開花が始まり、１０月中

旬ころから１１月初旬にかけて満開のとなり、散歩

で訪れる人や、スマホで写真に収める人たちなど、

近くを通る人たちの眼を楽しませてくれました。

種蒔き前の整地作業中の皆さん

きれいに整地された湯領緑

地公園前の堂之元川土手 只今除草作業中です！ スマホで写真を撮る人

１１月１４日（日）第７回サイクルロゲイニング

大会が開催されました。参加者１１０人が自転車で

午前１０時に堀之内を出発し、三津浜・生石・垣生

地区に設けられた６１ヶ所のチェックポイントを制

限時間内にできるだけ多く廻る競技です。生石地区

のチェックポイントのひとつである「掩体壕」には

生石まち協によって「エイドステーション」（水分

補給ができる場所）が設けられ、立ち寄られた５２

名の方たちには、お茶や蜜柑などのおもてなしをし

ました。

談笑する参加者

しかった」という方も。運営役員の方からも

「楽しくステキなリボンが作製でき、『シト

ラスリボンプロジェクト』についても学べて、

とてもよかったです」との声をいただきまし

た。 教育文化部長 向井かおり（記）

11月１９日（金）西中学校の生徒と先生約４００名と生石地区まちづ

くり協議会約５０名が参加して、空港通りボランティア清掃が実施され

ました。午後２時から１時間かけて「海響市場」前から「済美平成中学

校」の手前までの植え込み周辺のゴミの回収や除草に汗を流しました。



　

休診；日曜／祭日・木曜午後・土曜午後

～笑顔のあふれる病院～

医療法人結和会 松山西病院

愛 媛 銀 行

空港通支店
松山市高岡町７９-２

TEL ９７１-９２００

老人保健施設ミネルワ

松山市高岡町３０２-２

TEL ９７２-９５００

えひめ中央農業協同組合

生 石 支 所
松山市高岡町８４１-１

TEL ９７２-００５７

医療法人河原医院

３面

内科・消化器科・外科医療法人ミネルワ会

松山市富久町３６０-１

TEL ９７２-３３５５

松山市高岡町６３０-３

TEL ９７１-２０２５

や ま の べ
〒791-8042

松山市南吉田町６１８
Tel.968-8088  Fax.968-8188

ご寄付のお礼！
「生石地区まちづくり協議会」に、

ご寄付を賜りました、各事業者の皆

さま、誠にありがとうございます。

今後ともご支援、ご協力をよろし

くお願いいたします。

10月１１日（月）生石小学校において、

日本防災士会愛媛県支部長の八木昭憲さん

をお招きして、防災教室が開催されました。

生石児童クラブの１年生１３名と２年生２

１名が参加しました。最初に起震車を体験

した後、教室で八木さんから防災について

のお話を聞きながら、積極的に質問をして

いました。

10月１３日（水）生石小学校北

側の「米米パーク」にて稲刈りが行

われました。５年生５クラス約１６

０名が参加しました。高齢クラブや

JAなど約３０名の方たちに応援し

ていただきながら、手際よく鎌を

使って刈り取っていました。

５年生１６０余名

が稲刈り体験！

手を挙げて質問する児童たち

11月5日(金)9時～生石公民館に

おいて、山野先生のご指導の下、ふ

るさと学級の手芸で「帽子のブロー

チ」作りを行いました。ワクチン接

種が浸透し、緊急事態宣言も解除さ

れましたが、昨年同様、密を避ける

べく、例年の半数以下の21名と少人

数の参加者での開催となりました。

１１月１１日（木）に生石公民館において食生活

改善推進員のオンライン講義が開催され１０名の方

が参加しました。メンバーの皆さんはオンライン通

信になじみがないので、館長補佐の栗原さんがパソ

コン操作を担当しました。

松山市保健所の栄養士

さんと生石、新玉、三津

浜、素鵞公民館がオンラ

インでつながり、｢ひじ

きのもぶり鮓｣などの郷

土料理について講習を受

けました。 熱心に受講される皆さん

起震車の順番待ちをする児童たち

１１月１０日（水）生石公民館が募集していた「スマホ

講習会」に参加しました。日頃は、電話とメールで事足り

ていた私ですが、便利な機能に興味はあるけど、説明書を

読んでもサッパリ！そんな悩みを今回の講習で解消するこ

とができました。 参加者は少人数でしたが、講師の先生は

４人、ほぼ個別指導で初歩的な質問にも丁寧に対応してい

ただき、スマホを使う楽しみをアップさせてくれました。

南吉田町 林敬道（記）

10月29日（金）生石保育園で

は少し早めのハロウィンイベント

が行われました。かわいい仮装を

した園児１０6人が「トリックｏ

ｒトリート！」とお菓子をねだり

に地域を練り歩きました。引率の

先生方も毎年仮装に力が入っており、それも見どころ

な楽しいイベントです。生石公民館でも子どもたちを迎

えるためにハロウィンの飾りつけをし、ちょっとした仮

装をして出迎えました。職員が仮装のままお菓子を配る

と、中には怖くて先生にすがる子も。

園児たちはそれぞれお菓子を

手にして笑顔も見られ、ハロウ

ィンイベントをたのしめた様子

でした。

マスク必須での作業ではありまし

たが、2時間余りで、3個の可愛い

ブローチが出来上がりました。

婦人教育部長 祖母井 崇子（記）



１０月３日（日）第４２回西中学校体育大会が開催さ

れました。昨年と同様に午前中だけでしたが、晴天にも

恵まれ、「繋げ！西中伝統

の灯火～Keep runningさら

なる高みへ～」のスローガン

のもと、力一杯！演技を披露

していました。

４面

生石地区まちづくり協議会ＨＰアドレス；http://shoseki-machi.org/

Facebookアドレス；https://www.facebook.com/shoseki.machi/

７月２２日（木）「男３人しまんとトロッコ列車の旅へ」この旅は、ある日集まった喫茶店でのいつものＹ・

Ｓ・Ｉのつどいの中で、「アフターコロナをどう過ごせばいいんだろう？」そんな会話から始まったこの企画！

コロナ禍で巣ごもり生活に慣れ、なかなか第一歩が踏み出せないでいるのでは？！との話しから、まず初の試みと

して、「のんびり列車の旅」はどうだろう？？・・・そんな提案が飛び出し、その日のうちに高知県は窪川へのト

ロッコ列車の日帰り旅が決まった。

窪川では「四万十川で獲れたウナギを満喫しよう！」を

合言葉にトロッコ列車に乗り込む。四万十川を縫うように

走る列車の車窓からは、コバルトブルーの雄大な流れや自

然豊かな景色を眺めていると自粛生活など吹っ切れさせてくれました。

列車内では、カメラを持った同世代と思しき２組のご夫婦との出会いや会話。窪川唯一のうなぎ専門店では、長

蛇の列・待つことなんと３時間！・・時間調整にと立ち寄った喫茶店「田園」は、店主（ママ）が同世代、しかも

ＮＴＴのＯＢ社員だったこともあり、自然と話が弾み、あっという間に３時間が経ちました。

一週間後に迫る「土用の丑の日」を前に、３時間待って食す待望のうなぎの味はまた格別！でした。

今は車社会。だけど車では味わえない車窓からの眺めや、「のんびり感」は列車の旅でしか味わえない魅力があ

ります。アフターコロナを有意義に！巣ごもり生活からの脱脚の第一歩として、少人数で行く列車の旅は如何で

しょうか？！ 石本 隆廣（記）

富久集会所では毎週木曜日の午前１０時から８人の仲間が

輪投げの練習で汗を流しています。その実力はかなりのもの

で、１０月２９日に県総合運動公園で開催された大会に参加

して、３２チーム中６位の成績を収めることができました。

（富久チームは納得していない様子でしたが・・）いつまで

もお元気で練習に励んでください。

雲ひとつない快晴の空の下、１０月９日(土)生石小

学校で運動会が行われました。『全力前進！四色の思

いを一つに 生石パズル』のスローガンのもと、昨年

に引き続き競技数を縮小しての開催となりました。

観覧者の入場も事前に配られた、PTAのリストバン

ドをつけた保護者のみに制限され、１,３,５年生の競

技を前半、２,４,６年生を後半に分け、観覧者も入れ

替えて、密にならない様対策がとられていました。限

られた時間の中での練習だったかと思いますが、子ど

もたちが精一杯、競技に取り組む姿を観る事ができま

した。 生石小学校PTA 𠮷川 公江さん（寄稿）

３時間待った『うなきち』

～Keep runningさらなる高みへ

心ひとつにパワー全開！ 生石まちづくり通信第２４号は、コロナウイルスの

ため予定より一か月遅れて発行することになりました。

しかし最近は感染者が驚くほど減っています。地域の

催し事も徐々にではありますが増えてきています。取

材活動もやりやすくなっていくと思われます。その時

はご協力くださいますようお願いいたします。

門田 慎二（記）

＜ 編 集 後 記 ＞

１２月１１日（土） 親子ふれあいデー （生石公民館）

１月 ９日（日） 成人式 （西中学校体育館）

１月２０日（木） 市民食育講座 （生石公民館）

』についても学べて、


